
　　美浜発電所３号機
　　　　蒸気発生器２次側管板上面および管支持板付近での異物確認に関する原因と対策について

異物の回収結果
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形状：渦を巻いた形状
重量：約０．９グラム
板厚：約０．２ｍｍ
材質：炭素鋼の母材と溶接金属が混在
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矢印方向に撮影した写真約７mm

＊カメラで確認できる範囲
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異物は、簡単に割れる脆いものであった
め、回収の際、３つに割れた。

約41mm
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回収異物

形状：幅の狭い帯状
表面：多孔性（スポンジ状）で、一部の面では蒸気発生
        器伝熱管表面と同様のスジ模様を有していた。
板厚：約０．０９ｍｍ
材質：マグネタイト［酸化鉄（黒錆の主成分）の一種］

約66mm

約1mm

約8mm

給水系統で発生した酸化鉄が蒸気発生器伝熱管表
面に付着し、それが剥がれたものと考えられた。
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開先加工の試験

溶接金属部

＜開先加工＞
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Ｃー蒸気発生器への異物混入の調査結果
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Ａ－給水ポンプ出口配管取替工事
【異物養生蓋を取り外して行った作業】

Ｂ－給水ブースタポンプ出口配管取替工事
【異物養生蓋を取り外して行った作業】
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［新管取付前の異物確認作業状況］ ［新管取付前の異物確認作業状況］
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異物確認の際、衣
服等に付着してい
た削り屑が落下
し、下側配管内に
混入しものと考え
られた。

対　　策

　○今回の美浜３号機の配管取替工事および定期検査開放機器の復旧にあたって、異物管理に関する協力会社への説明会を実施し、
     異物管理の再徹底を図った。（平成１９年５月２５日実施済み）
　
　○配管取替作業時における異物混入を防止するため、以下の項目を社内ルールへ反映し、異物管理のさらなる徹底を図る。
　　・異物確認を実施する直前に、異物確認者の作業服や作業靴などの清掃を行う。
　　・異物確認は１箇所ずつ確実に行い、確認の直前に異物養生を取り外す。

　

＜開先加工機の例＞

配管

バイト
［配管切削工具］

試験時の削り屑

回収異物と同様な形状であることから、回収異物は、炭素鋼
配管の開先加工時の削り屑であると考えられた。

バイトを円周方向に繰り返し動
かし、薄く削りとる作業

小型カメラ


